
（1）

春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
の
底
本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
（
二
）

│　
本
文
の
比
較
に
よ
る
検
討　
│

佐
々
木　
　
　

勇

（
受
理
日
二
〇
一
六
年
十
月
六
日
）

一
、
本
稿
の
目
的
と
対
象
資
料

　

本
稿
は
、
本
誌
前
号
（「
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
」
第
二
部
第
64
号
、

二
〇
一
五
年
十
二
月
）
掲
載
の
佐
々
木 

勇
「
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
の
底
本
と
さ
れ

た
宋
版
一
切
経
（
一
）　―

刻
記
の
比
較
に
よ
る
検
討―
」（
以
下
、
前
稿
と
す
る
）
に
つ

づ
く
も
の
で
あ
る
。
次
号
に
掲
載
予
定
の
続
稿
（
三
）
を
も
っ
て
完
結
す
る
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
前
稿
に
同
じ
く
、
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
の
中
で
宋
版
一
切
経
に

基
づ
く
経
は
、宋
版
一
切
経
の
内
ど
の
版
本
に
依
拠
し
た
の
か
を
特
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

  

研
究
対
象
お
よ
び
比
較
資
料
は
、左
の
通
り
で
あ
る
。
詳
細
は
、前
稿
を
御
覧
頂
き
た
い
。

【
春
日
版
五
部
大
乗
経
】
（
１
）

　
　

①
愛
媛
県
砥
部
市
光
明
寺
蔵
本
な
ら
び
に
②
滋
賀
県
北
小
松
樹
下
神
社
蔵
本
。

【
宋
版
一
切
経
】

　
　

東
禅
寺
版
、
東
禅
寺
版
補
刻
本
、
開
元
寺
版
、
思
渓
版
。

二
、
研
究
方
法

　

一
連
の
拙
稿
（
一
）
〜
（
三
）
で
は
、
右
の
鎌
倉
後
期
刊
刻
春
日
版
五
部
大
乗
経
と
宋

版
一
切
経
諸
本
と
を
、
以
下
の
観
点
か
ら
比
較
す
る
。

Ａ
．
刻
工
名
・
帖
末
刻
板
数
・
帖
末
釋
音
・
捨
銭
刊
記
・
総
字
数
・
帖
末
記
文
の
宋
版
刻

記
を
引
き
継
ぐ
か
否
か
。
宋
版
刻
記
が
有
る
場
合
は
、ど
の
宋
版
の
も
の
か
を
調
べ
る
。

Ｂ
．
経
本
文
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
底
本
を
特
定
す
る
。

Ｃ
．
釋
音
本
文
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
底
本
を
特
定
す
る
。

Ｄ
．
宋
版
に
基
づ
く
春
日
版
経
に
、
春
日
版
独
自
の
点
は
無
い
か
。
有
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
何
か
を
探
る
。

　

本
稿
で
は
、
Ｂ
．
経
本
文
の
比
較
結
果
か
ら
春
日
版
五
部
大
乗
経
の
底
本
を
特
定
す
る

こ
と
を
試
み
る
。

　

Ｃ
・
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
続
稿
（
三
）
で
述
べ
る
。

　

鎌
倉
後
期
刊
刻
春
日
版
五
部
大
乗
経
の
底
本
は
、
刻
記
に
よ
る
比
較
検
討
か
ら
、
次
の

よ
う
に
推
定
さ
れ
た
（
前
稿
、
参
照
）。

１
『
大
般
涅
槃
経
』―

東
禅
寺
版
補
刻
本
。

２
『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
３
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
４
『
大
方
等
大
集
経
（
日
蔵
経
・

月
蔵
経
を
含
む
）』
５
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』―

思
渓
版
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
宋
版
の
刻
記
か
ら
底
本
を
推
定
し
た
右
諸
経
に
つ
い
て
、
宋
版
の

経
本
文
と
比
較
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
宋
版
が
底
本
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

次
に
、
宋
版
の
刻
記
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
諸
経
を
宋
版
の
経
本
文
と
比
較
し
た
上
で
、

そ
れ
ら
諸
経
の
底
本
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

三
、
経
本
文
比
較
に
よ
る
底
本
宋
版
の
確
認

　

１
．『
大
般
涅
槃
経
』

─ 312 ─

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　

第
二
部　

第
六
五
号　

二
〇
一
六　

三
〇
三

－

三
一
二
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佐々木　　　勇

─ 311 ─

　

光
明
寺
蔵
本
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
六
（
遺
存
す
る
最
初
の
巻
）
本
文
に
つ
い
て
、
春

日
版
と
東
禅
寺
版
・
東
禅
寺
版
補
刻
本
・
思
渓
版
と
を
比
較
す
る
と
、
次
の
異
同
が
見
ら

れ
た
。

　

春
日
版
と
諸
本
と
の
異
同
を
出
現
順
に
記
す
。
挙
例
に
あ
た
り
、
参
照
の
便
の
た
め
、

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』に
お
け
る
所
在
を
上
段
に
記
す
。本
文
が
春
日
版
と
同
一
の
場
合
は
、

（
同
）
と
す
る
。
相
当
本
文
が
当
該
本
に
無
い
場
合
は
、
／
を
置
く
。
以
下
、
同
じ
。
（
２
）

　
　

所
在　

　

春
日
版

東
禅
寺
版

東
禅
寺
版
補
刻
本
思
渓
版

　

0396c16

：
曇
無
讖
於
姑
臧
譯

（
同
）

（
同
）

曇
無
讖
奉　

詔
譯

　

0396c17

：
如
來
性
品
第
四
之
三
（
同
）

（
同
）

大
般
涅
槃
経
如
來
性
品
第
四
之
三

　

0397a11

：
煩
惱
所
障

（
同
）

（
同
）

煩
惱
所

　

0397a19

：
往
返
周
旋

（
同
）

（
同
）

往
反
周
旋

　

0397b07

等
：
空
中
左
脇

（
同
）

（
同
）

空
中
左
脅

①0397b13

：
其
家
婢
使

其
家
婢
便

其
家
婢
便

（
同
）   

②0397b16

：
彼
令
不
應

彼
今
不
應

彼
今
不
應

汝
今
不
應

　

0397b20

：
大
般
涅
槃

（
同
）

（
同
）

於
大
般
涅
槃

　

0397b21

：
爲
歸
依
處

（
同
）

（
同
）

爲　

依
止
處

　

0397b29

：
修
學
槊
道

（
同
）

（
同
）

脩
學

道

　

0397c03

：
詐
作
健
相

（
同
）

（
同
）

詐
作
健
想

　

0397c04

：
唱
呼
大
喚

（
同
）

（
同
）

唱
乎
大
喚

　

0397c09

：
汝
當
精
懃

（
同
）

（
同
）

汝
當
精
勤

　

0397c19

：
性
甚
妬

（
同
）

（
同
）

性
甚
妬
弊

　

0397c26

：
皆
悉
恐
怖

（
同
）

（
同
）

皆
生
恐
怖

　

0398a01

：
乃
生
怖
畏

（
同
）

（
同
）

不
生
怖
畏

③0398a11

：
百
十
億
劫

百
千
億
劫

百
千
億
劫

百
千
億
劫

　

0398a13

：
我
涅
槃

（
同
）

（
同
）

我
般
涅
槃

　

0398a24

等
：
食
粳
粱

（
同
）

（
同
）

是
粳
糧

　

0398a29

等
：
食
於
稻
糧

（
同
）

（
同
）

食
於
粳
粮

　

0398b01

：
嶮
難
惡
處

（
同
）

（
同
）

險
難
惡
處

　

0398b09

：
若
有
書
寫

（
同
）

（
同
）

若
自
書
寫

　

0398b14

：
無
量
衆
得

（
同
）

（
同
）

無
量
衆
生
得

　

0398b21

：
當
善
受
持

（
同
）

（
同
）

應
善
受
持

④0398c07

：
連
恒
河
沙

連　

河
沙
（
同
）

連　

河
沙

　

0398c08

：
發
菩
提
心

（
同
）

（
同
）

所
發
菩
提
心

　

0398c26

等
：
若
有
衆
生

（
同
）

（
同
）

若
有　

　

　

0399a05

：
讃
誦
禮
拜

（
同
）

（
同
）

讀
誦
禮
拜

　

0399a14

：
今
日

（
同
）

（
同
）

今
入

　

0399b17

：
雖
未
受
戒

（
同
）

（
同
）

雖
未
受
具

　

0399b20

：
位
階
十
地

（
同
）

（
同
）

位
階
十
住

　

0400a20

：
而
共
食
之

（
同
）

（
同
）

而
服
食
之

　

0400b10

：
未
曾
見
聞

（
同
）

（
同
）

未
曾
聞
見

　

0400c01

：
護
歎
護
法

（
同
）

（
同
）

讃
歎
護
法

　

0400c27

：
是
名
奉
戒

（
同
）

（
同
）

是
名
本
戒

　

0401a04

：
芸
除
稗

（
同
）

（
同
）

耘
除
稗

　

0401a26

：
八
事
應
受

（
同
）

（
同
）

八
事
爲
受

　

0401b01

：
祇
桓
精
舍

（
同
）

（
同
）

祇

精
舍

　

0401b04

：
天
中
天
唯

（
同
）

（
同
）

天
中
天
雖

　

0401b05

：
若
有
受
者

（
同
）

（
同
）

　

有
受
畜
者

　

0401b06

：
同
其
僧
事

（
同
）

（
同
）

同　

僧
事

　

0401b08

：
果
已
而
便

（
同
）

（
同
）

果　

而
便

　

0401b14

：
肉
眼
然

（
同
）

（
同
）

肉
眼
故

　

0401b18

：
喩
如
彼
人

（
同
）

（
同
）

猶
如
彼
人

　

0401b23

：
以
披
袈
裟

（
同
）

（
同
）

以
被
袈
裟

　

0401c06

：
應
當
議
知

（
同
）

（
同
）

應
當
證
知

　

0401c10

：
如
來
密
誦

（
同
）

（
同
）

如
來
密
語

　

0401c19

：
覺
了
覺
了

（
同
）

（
同
）

覺
了　

了

⑤0401c25

：
爲
其
現
経

爲
其
執
役

爲
其
執
役

爲
其
執
役

⑥0402a24

：
應
衆
生
故

度
衆
生
故

度
衆
生
故

度
衆
生
故

　
0402b28

：
貿
易
所
須

（
同
）

（
同
）

賣
易
所
須

　

右
の
異
同
表
か
ら
、
春
日
版
『
大
般
涅
槃
経
』
が
、
思
渓
版
で
は
な
く
、
東
禅
寺
版
に

基
づ
く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
④
は
、書
陵
部
蔵
補
刻
本
の
み
「
恒
」
を
補
っ
て
お
り
、

春
日
版
は
そ
の
東
禅
寺
版
補
刻
本
に
等
し
い
。
①
「
便
」
は
、
東
禅
寺
版
補
刻
本
で
は
版

面
が
欠
損
し
て
お
り
、「
使
」
の
よ
う
に
見
え
る
。
⑥
「
度
」
も
、
東
禅
寺
版
補
刻
本
で

文
字
の
一
部
を
欠
く
。「
應
」
が
多
出
す
る
箇
所
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
と
誤
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
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春日版『五部大乗経』の底本とされた宋版一切経（二）
―　本文の比較による検討　―
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春
日
版
と
東
禅
寺
版
と
が
異
な
る
②
③
⑤
は
、
思
渓
版
も
東
禅
寺
版
と
等
し
い
。
春
日

版
の
誤
刻
ま
た
は
改
変
で
あ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
春
日
版
『
大
般
涅
槃
経
』
が
依
拠
し
た
の
は
、
東
禅
寺
版
の
補
刻
本
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
前
稿
に
お
け
る
刻
記
の
比
較
に
よ
る
底
本
推
定
結
果
と
等
し
い
。

　

２
．『
大
般
涅
槃
経
後
分
』

　

右
と
同
様
に
比
較
結
果
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
東
禅
寺
版
と
開
元
寺

版
の
経
本
文
は
ほ
ぼ
等
し
い
た
め
、
以
下
で
は
同
一
欄
に
記
し
、
両
者
異
な
る
場
合
の
み
・

を
挟
ん
で
両
者
本
文
を
記
す
。

（
３
）

　
　

所
在　

　

春
日
版

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版

思
渓
版

　

0900a05

：
唐
南
沙
門
若
那
跋
陀
羅
與
沙

唐
南
海
波
淩
國
沙
門
若
那
跋
陀
羅
共
沙

（
同
）

門
會
寧
等
譯

門
會
寧　

譯

　

0900a07

：
大
般
涅
槃
經
憍
陳
如
品
之
末

　
　
　
　

憍
陳
如
品
之
末

（
同
）

　

0900a12

：
欣
慶
無
量

忻
慶
無
量

（
同
）

　

0900a13

：
即
時
鬚
髮

即
時
髪
鬢

（
同
）

　

0900a13

：
灌
注
心
源

灌
注
心
原

（
同
）

　

0900a21

：
慈
憫
無
量

慈
愍
無
量

（
同
）

　

以
下
同
様
に
、
春
日
版
本
文
は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
と
異
な
り
、
思
渓
版
と
一
致

す
る
。
右
に
続
く
具
体
例
の
掲
出
は
、
省
略
に
従
う
。

　

さ
ら
に
、
春
日
版
巻
下
末
に
は
、
尾
題
に
続
き
「
新
經
後
記
」「
大
涅
槃
經
後
序
」
が

見
ら
れ
る
。
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
に
「
新
經
後
記
」「
大
涅
槃
經
後
序
」
は
無
く
、
思

渓
版
に
は
存
す
る
。
そ
の
春
日
版
巻
下
末
の
後
記
・
後
序
の
文
章
は
、
思
渓
版
と
全
同
で

あ
る
。

　

よ
っ
て
、
春
日
版
『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
は
、
思
渓
版
に
基
づ
く
。
こ
れ
も
、
前
稿
に

お
け
る
刻
記
の
比
較
に
よ
る
底
本
推
定
結
果
と
等
し
い
。
（
４
）

　

３
．『
大
方
広
仏
華
厳
経
』

  

春
日
版
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
は
、
前
稿
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
分
巻
法
・
分
函
法
と

も
思
渓
版
に
一
致
し
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
と
は
異
な
る
。
思
渓
版
に
基
づ
く
こ
と
が

明
確
で
あ
る
た
め
、
本
文
比
較
対
照
結
果
の
掲
出
は
省
略
す
る
。
（
５
）

　

４
．『
大
方
等
大
集
経
』

　

光
明
寺
蔵
春
日
版
『
大
方
等
大
集
経
』
の
う
ち
、
首
尾
完
存
す
る
最
初
の
帖
で
あ
る
巻

第
二
の
経
本
文
を
、
東
禅
寺
版
・
思
渓
版
と
比
較
す
る
。

　
　

所
在　

　

春
日
版

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版

 

思
渓
版

　

0009a06

：
菩
薩
品
第
二
之
二

菩
薩
品　

　

之
二

（
同
）

①0009b11

：
爲
到
益

爲
利
益

爲
利
益

　

0009c14

：
寂
靜
光
無
礙

寂
靜
光
無
暗

（
同
）

　

0009c29

：
我
説
無
量
光

佛
説
無
量
光

（
同
）

　

0010a01

：
即
得
此
諸
光

（
同
）・
即
待
此
諸
光

（
同
）

②0010a23

：
二
者
慢

一
者
慢

一
者
慢

③0010b20

：
如
是
邪
見

如
是
所
見

如
是
所
見

④0010c29

：
衆
生
繋
縛

衆
生
繋
屬

衆
生
繋
屬

⑤0011c15

：
爲
客
煩
惱

爲
欲
煩
惱

爲
欲
煩
惱

⑥0011c22

：
無
想
無
縁

無
想　

　

無
想　

　

⑦0011c24

：
是
名
無
想
無
縁

是
名　

　

無
縁

是
名　

　

無
縁

⑧0013a12

：
無
衆
生
義

無
衆
生　

無
衆
生　

　

0013c05

：
法
雨
於
衆
生

衆
生
雨
於
生

（
同
）

　

0013c05

：
無
量
果

無
果
果

（
同
）

　

0013c15

：
所
修
菩
提

所
得
菩
提

（
同
）

　

0013c21

：
其
悲
心

甚
悲
心

（
同
）

⑨0014a09

：
佛
諸
弟
子

諸
佛
弟
子

諸
佛
弟
子

　

0014b05

：
成
佛
之
時

成
作
佛
時

（
同
）

　

以
上
、
春
日
版
は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
よ
り
、
思
渓
版
に
近
い
。
前
稿
の
刻
記
比

較
結
果
の
通
り
、春
日
版
『
大
方
等
大
集
経
』
も
、思
渓
版
本
文
に
基
づ
く
と
判
断
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
思
渓
版
に
も
春
日
版
と
異
な
る
箇
所
①
〜
⑨
が
有
る
。
こ
の
中
、
①
②
④
⑨

は
、
春
日
版
の
誤
刻
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
③
⑤
⑥
⑦
⑧
は
、
春
日
版
が
他
本
を
参
照
し
て
、
思
渓
版
本
文
を
改
変
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、聖
語
蔵
蔵
神
護
景
雲
経
本
は
、③
「
邪
見
」、⑤
「
爲
客
」、

⑥
「
無
想
無
縁
」・
⑦
「
無
想
無
縁
」・
⑧
「
無
衆
生
義
」
と
、春
日
版
と
同
一
本
文
で
あ
る
。

　

春
日
版
は
、
⑥
「
無
縁
」
の
二
字
を
挿
入
す
る
た
め
、
前
行
お
よ
び
本
行
を
十
八
字
と

す
る
。
⑦
で
も
、
春
日
版
は
こ
の
行
と
次
行
と
を
十
八
字
に
し
て
「
無
想
」
を
補
入
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
春
日
版
は
、
思
渓
版
を
単
に
覆
刻
し
た
も
の
で
は
な
く
、
伝
統
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的
な
日
本
古
写
経
系
の
本
文
を
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
６
）

　

５
．『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』

　
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
と
思
渓
版
と
で
は
、
調
巻
法
や

品
名
に
異
同
が
存
す
る
。

　

全
三
十
巻
の
う
ち
、
諸
本
で
品
名
の
異
同
が
存
す
る
巻
の
各
巻
巻
頭
品
名
を
示
す
。

巻　
　
　
　
　

春
日
版

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版

 

思
渓
版

巻
第
六　

　
　

廣
乘
品
第
十
九 

發
趣
品
第
二
十

（
同
）

巻
第
七　

　
　

勝
出
品
第
二
十
二

會
宗
品
第
二
十
四

（
同
）

巻
第
十
五　

　

經
耳
聞
持
品
第
四
十
五

逕
耳
聞
持
品
第
四
十
五

（
同
）

巻
第
二
十
二　

属
累
品
第
六
十
六

嘱
累
品
第
六
十
六

（
同
）

巻
第
二
十
四　

道
樹
品
第
七
十
一

種
樹
品
第
七
十
一

（
同
）

　

右
の
と
お
り
、
春
日
版
の
品
名
は
、
思
渓
版
と
総
て
一
致
す
る
。

　

経
本
文
も
、
春
日
版
は
思
渓
版
と
基
本
的
に
一
致
す
る
。
（
７
）

　

よ
っ
て
、
前
稿
の
刻
記
比
較
結
果
の
通
り
、
春
日
版
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
も
、
思

渓
版
本
文
に
基
づ
く
と
判
断
さ
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
で
も
、
春
日
版
に
は
、
日
本
伝
存
古
写
経
系
の

本
文
を
参
照
し
て
、
字
句
を
修
正
し
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
（
８
）

　

以
上
、
右
の
五
経
に
つ
い
て
経
本
文
を
比
較
し
た
結
果
、
刻
記
に
よ
る
前
稿
の
底
本
推

定
と
同
一
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
春
日
版
に
は
、
宋
版
本
文
に
基
づ
く
製
版
後
、
日
本
古
写
経
系
本
文

に
よ
る
改
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
た
。

四
、
経
本
文
比
較
に
よ
る
底
本
の
推
定

　

以
下
、
春
日
版
中
に
宋
版
の
刻
記
を
見
出
せ
な
い
諸
経
の
底
本
推
定
の
た
め
、
春
日
版

と
宋
版
と
の
経
本
文
比
較
を
行
な
う
。

　

６
．『
梵
網
経
』

　

春
日
版
『
梵
網
経
』
に
は
、『
大
般
涅
槃
経
』
以
下
、
右
諸
経
に
見
ら
れ
た
宋
版
刻
工

名
等
の
刻
記
を
見
出
せ
な
い
。
た
だ
、
春
日
版
巻
下
帖
末
に
、
思
渓
版
と
全
同
の
釋
音
が

存
す
る
（
前
稿
参
照
）。
そ
の
た
め
、
前
稿
で
は
、『
梵
網
経
』
の
底
本
推
定
を
保
留
し
た
。

　

次
に
、『
梵
網
経
』
巻
上
経
本
文
に
つ
い
て
、
右
の
諸
経
と
同
様
の
対
照
を
お
こ
な
う
。

　
　

所
在　

　

春
日
版

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版

 

思
渓
版

　

0997a28

：
手
執
梵
文

手
攝
胡
文

（
同
）

　

0997a29

：
一
百
十
二
卷

一
百
二
十
卷

一
百
二
十
卷

　

0997b09

：
梵
網
經

佛
説
梵
網
經
巻
上

佛
説
梵
網
經
巻
上

　

0997b09

：
盧
舍
那
佛
説
菩
薩
心
地
品

菩
薩
心
地
品
之
上

菩
薩
心
地
品
之
上

　

0997b15

：
法
門
品

法　

品

（
同
）

　

0997b27

：
一
時
禮
敬

一
切
禮
敬

（
同
）

　

0997c23

：
十
長
養
心

十
長
養　

（
同
）

　

0998b04

：
登
無
生
山

蹬
無
生
山

（
同
）

　

0998c11

：
不
無
寂
然

　
　

寂
然

（
同
）

　

0998c12

：
玄
假
法
性

（
同
）

云
假
法
性

　

0998c20

：
不
見
縁

（
同
）・
不
生
縁

（
同
）

　

0999a06

：
於
一
切
衆
生

救
一
切
衆
生

（
同
）

　

0999a17

：
入
佛
位
中

入
法
位
中

（
同
）

　

0999a28

：
亦
内
亦
外

六
内
六
外

（
同
）

　

0999c19

：
假
名
諸
法

名
假
諸
法

（
同
）

①0999c27

：
若
佛
子
直
心
者

若
佛
子
直　

者

若
佛
子
直　

者

　

1000a06

：
不
位
退

不
住
退

（
同
）

　

1000b16

：
反
照
見

（
同
）・
及
照
見

（
同
）

　

1000b18

：
以
心
智
知

以
一
智
知

以
一
智
知

　

1000b20

：
以
一
切
智
見

以
一　

智
見

（
同
）

　

1000c02

等
：
三
惡
道
刀
仗

（
同
）・
三
惡
道
刀
杖

（
同
）

　
1000c15

：
受
煩
毒
時

受
煩
毒　

（
同
）

　
1000c27

：
四
大
法
水

四
大
海
水

四
大
海
水

　

1001a29

：
所
謂
諸
佛

所
謂
説
佛

所
謂
説
佛

　

1001b06
：
一
音
説
法

一
音
説　

（
同
）

　

1001b15
：
空
華
觀
智

　

華
觀
智

（
同
）

　

1001b29

：
爲
妙
樂
國
土

爲
妙
樂　

土

爲
妙
樂　

土

　

1001c10

：
天
眼
明
智

以
天
眼
明
智

以
天
眼
明
智

②1002a08

：
六
品
滿
足

六
品　

足

六
品
具
足

─ 309 ─
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1002a14

：
自
我
第
子

自
我
弟
子

自
我
弟
子

　
1002a15

：
無
諸
煩
惱

無
諸
煩　

（
同
）

　

1002a15

：
解
脱
足

六
通
足

六
通
足

　

1002a21
：
見
現
在
十
方

見
現　

十
方

（
同
）

　

1002a22
：
以
神
通
智

以
神
通
道
智

以
神
通
道
智

　

1002b03

：
大
明
定
門
（
高
麗
版
も
同
じ
）

大
明
空
門

大
明
空
門

　

1002b08

：
下
地
所
（
高
麗
版
も
同
じ
）

下
地
各
所

下
地
各
所

　

1002b12

：
導
師

大
導
師

大
導
師

　

1002b13

：
法
身

（
同
）

法
身
具
足

　

1002b16

：
平
等
門
此
中

平
等
門　

中

平
等
門　

中

　

1002b27

：
十
方
十
世
界

十
方
三
千
世
界

十
方
三
千
世
界

　

1002b28

：
中
百
億

　

百
億

　

百
億

　

1002c02

：
光
明
相
好
莊
嚴

光
明
相
相
莊
嚴

（
同
）

　

1002c22

：
是
名
正
遍
知

是　

正
遍
知

是　

正
遍
知

　

1002c24

：
法
佛
去
時

去
佛
去
時

去
佛
去
時

　

1002c25

：
是
名
善
逝

是
名
善
善

是
名
善
善

　

1002c27

：
是
人
一
切

　

人
一
切

（
同
）

　

1002c28

：
無
上
士　

　

世
間
解
脱

世
間
解
脱

　

1002c29

：
故
名
爲
丈
夫

　

名
爲
丈
夫

　

名
爲
丈
夫

　

1003a05

：
受
記
歡
喜

授
記
歡
喜

授
記
歡
喜

　

1003a11

：
可
盡
其
原

可
盡
其
源

可
盡
其
源

　

1003a13

：
梵
網
經
菩
薩
心
地
品
卷
上

梵
網
經　

　
　
　
　

卷
上
梵
網
經　

　
　
　
　

卷
上

　

以
上
、『
梵
網
経
』
卷
上
の
春
日
版
は
、
宋
版
に
依
っ
た
と
は
考
え
難
い
異
同
を
示
す
。

た
と
え
ば
、
①
で
は
、
春
日
版
は
、
こ
の
一
行
を
十
八
字
と
し
て
「
心
」
を
補
入
し
て
い

る
。
ま
た
、
②
で
は
、
春
日
版
・
思
渓
版
と
も
に
、
当
行
に
一
字
補
入
す
る
も
の
の
、
補

入
の
文
字
が
異
な
る
。
（
９
）

　

巻
下
も
、
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　

所
在　

　

春
日
版

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版

 

思
渓
版

　

1003b07

：
梵
網
經

佛
説
梵
網
經
巻
下

佛
説
梵
網
經
巻
下

　

1003b07

：
盧
舍
那
佛
説
菩
薩
心
地
戒
品

菩
薩
心
地
品
之
上

菩
薩
心
地
品
之
上

　

1003b14

：
汝
諸
佛

汝
諸
佛
子

汝
諸
佛
子

　

1003b18

：
及
一
切
衆
生

　

一
切
衆
生

　

一
切
衆
生

①1003b22

：
光
光
皆
化

　

光
皆
化

（
同
）

　

1003b27

：
十
世
界
海

十
世
界
法
門
海

十
世
界
法
門
海

②1003b28

：
復
從
座
起

復　
　
　

（
同
）

　

1003c12

：
光
王
座

光　

座

（
同
）

　

1003c17

：
金
剛
華
光
王
座

金
剛　

　
　

座

（
同
）

　

1003c22

：
一
戒
光
明

一
切
戒
光
明

（
同
）

　

1003c28

：
是
一
切
衆
生

一
切
衆
生

（
同
）

　

以
下
、
省
略
す
る
。

　

春
日
版
『
梵
網
経
』
巻
上
・
下
は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
よ
り
は
、
思
渓
版
に
近
い
。

　

し
か
し
、
右
の
本
文
比
較
結
果
か
ら
、
春
日
版
が
思
渓
版
に
依
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。

　

右
の
①
は
、
思
渓
版
が
「
光
」
の
一
字
を
加
え
た
た
め
、
春
日
版
と
一
致
し
た
例
で
あ

る
。
思
渓
版
の
こ
の
行
は
、
一
行
十
八
字
で
あ
る
。

　

同
様
に
、
②
は
、
思
渓
版
が
「
從
座
起
」
の
三
字
を
製
板
後
に
加
え
た
た
め
、
春
日
版

と
一
致
す
る
。
思
渓
版
の
当
該
行
は
、
一
行
二
十
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
①
②
は
、
思
渓
版
が
日
本
古
写
経
系
本
文
を
取
り
込
ん
で
本
文
を
修
正
し
た
た
め

に
春
日
版
本
文
と
一
致
し
た
例
で
あ
る
、
と
解
釈
で
き
る
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
春
日
版
『
梵
網
経
』
本
文
の
全
体
が
、
宋
版
で
は
な
く
、
日
本
古
写

経
と
同
系
の
本
文
に
基
づ
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
見
通
し
の
も
と
、『
梵
網
経
』

日
本
お
よ
び
隋
唐
古
写
経
数
本
を
調
査
し
た
も
の
の
、
春
日
版
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の

は
い
ま
だ
見
出
せ
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

７
．『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』

  『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
も
、
巻
上
に
つ
い
て
、
春
日
版
と
宋
版
諸
本
と
を
対
照
す
る
。

　
　

所
在　

　

春
日
版

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版

 

思
渓
版

　
0825a11

：
四
諦
十
二
縁

四
縁
十
二
縁

（
同
）

　

0825a20

：
始
生
功
徳
住
生
功
徳
終
生
功

始
生
功
徳　

　
　
　
　
　

（
同
）

　
　
　
　
　
　

徳
三
十
生
功
徳

　
　
　
　
　
　

　

0825a22
：
十
一
切
入

十
一
初
入

（
同
）

①0825a25

：
三
梵

三　

（
同
）

　

0825a26

：
諸
天
子
（
高
麗
版
も
同
じ
）

（
同
）

諸
大
天

　

0825b03

：
有
無
量
化
佛
（
高
麗
版
も
同
じ
）
復
有
無
量
化
佛

復
有
無
量
化
佛

─ 308 ─
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0825c12

等
：
仁
王
護
國
般
若
波
羅
蜜
經

仁
王
般
若
波
羅
蜜
經

仁
王
般
若
波
羅
蜜
經

②0826a08

：
十
二
入
空

十
二
入　

十
二
入　

③0826b16

：
十
力
十
八
不
共
法

十
力
十
八
不
共　

（
同
）

　

0826b24
：
寂
滅
忍
上
下

寂
滅
忍
上
中
下

寂
滅
忍
上
中
下

　

0826b25
：
名
爲
一

名
爲　

名
爲　

④0826c01

：
種
性
有
十
種
心

種
性
有
十　

心

種
性
有
十　

心

⑤0826c15

：
善
覺
地
至

善　

地
至

善　

地
至

　

0827b25

：
住
生
徳
行
名
爲
地

住
生
功
徳
名
爲
地

（
同
）

　

0827c06

：
化
樂
天
王
百
億
國

（
同
）

自
在
天
王
百
億
國

　

0827c08

：
法
現
開
士
自
在
王

（
同
）

法
現
開
士
化
樂
王

　

0827c10

：
能
洗
三
界
迷
心
惑

能
洒
三
界
迷
心
惑

能
洒
三
界
迷
心
惑

　

0827c15

：
觀
第
三
義
無
二
照

觀
第
三
諦
無
二
照

（
同
）

　

0827c18

：
圓
照
三
世
恒
劫
事

圓
照
二
世
恒
劫
事

（
同
）

　

0827c22

：
灌
頂
菩
薩
四
禪
王

灌
頂
菩
薩
五
地
王

（
同
）

　

0828a02

：
登
金
剛
源
居
淨
土

登
金
剛
原
居
淨
土

登
金
剛
原
居
淨
土

　

0828a05

：
口
常
説
法
非
無
義

常
口
説
法
非
無
義

（
同
）

⑥0828a14

：
一
切
無
量
果
報

一
切
無
量　

報

一
切
無
量　

報

⑦0828a24

：
非
相
非
無
相
無
來
无
去

非　

無
無
相
無
來　

去

非　

無
無
相
無
來　

去

⑧0828a29

：
無
六
道

　

六
道

　

六
道

⑨0828b07

：
諸
佛
菩
薩

諸　

菩
薩

諸　

菩
薩

　

0828b18

：
諸
忍
法
門

此
忍
法
門

（
同
）

⑩0828b23

：
有
十
億

　

十
億

　

十
億

⑪0828c05

：
色
心
是

色
心　

色
心　

⑫0828c08

：
舌
所
得
爲
味

舌　

得
爲
味

舌　

得
爲
味

　

0828c20

：
是
故
諸
佛

是
故
佛
佛

是
故
佛
佛

⑬0829a02

：
不
可
思
議

不
可
説

不
可
説

　

0829a04

：
波
斯
匿
王
白
言
第
義
諦

波
斯
匿
王　

言
第
一
義
諦

波
斯
匿
王　

言
第
一
義
諦

　

0829b20

：
非
爲
非
文
字

非　

非
文
字

（
同
）

　

0829b20

：
修
爲
修
文
字
者

修
爲
修
爲
修
文
字
者

修　

修
文
字
者

　

右
の
通
り
で
あ
り
、
宋
版
一
切
経
に
依
拠
し
た
本
文
と
は
言
え
な
い
。）
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春
日
版
は
、
宋
版
諸
本
の
中
で
は
、
や
は
り
、
思
渓
版
に
近
い
。
①
③
は
、
春
日
版
・

思
渓
版
が
と
も
に
日
本
古
写
経
系
本
文
に
依
る
修
正
を
加
え
た
た
め
に
一
致
し
た
例
か
と

思
わ
れ
る
。
春
日
版
・
思
渓
版
は
、
①
③
の
一
行
を
十
八
字
で
彫
り
、
東
禅
寺
版
・
開
元

寺
版
は
十
七
字
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
②
④
⑤
⑥
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
の
春
日
版
は
一
行
を
十
八
字
、
⑦
⑬
は
一
行
十
九
字

で
彫
り
、
思
渓
版
は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
と
同
じ
、
行
十
七
字
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

春
日
版
の
み
、
日
本
古
写
経
系
本
文
に
従
っ
て
、
板
を
修
正
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
書
陵
部
蔵
開
元
寺
版
は
、
異
本
校
合
に
よ
り
、
④
「
種
」・
⑤
「
覺
」・
⑥
「
果
」

を
墨
書
補
入
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
春
日
版
と
同
じ
本
文
を
持
つ
経
本
が
存
し
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

８
．『
仏
垂
般
涅
槃
略
説
教
誡
経
』

　

本
経
も
、
同
様
に
本
文
対
照
し
た
結
果
を
記
す
。

　
　

所
在　

　

春
日
版

東
禅
寺
・
開
元
寺
版

思
渓
版

　

1111a07

：
功
徳
之
所
住
處

功
徳　

　

住
處

（
同
）

　

1111a12

：
如
被
賊
害

如
被
劫
害

如
被
劫
害

　

1111a17

：
譬
如
有
人
手
執
蜜
器

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

1111a25

：
無
得
多
求

無
得
少
求

（
同
）

　

1111a28

：
亦
無
有
廢

亦
勿
有
廢

亦
勿
有
廢

　

1111b22

：
者
持
應
器

執
持
應
器

執
持
應
器

　

1111c11

：
欲
求
寂
靜

若
求
寂
靜

（
同
）

①1111c21

：
無
如
不
忘
念

　

如
不
忘
念

（
同
）

　

1111c29

：
行
者
亦
爾

行
者　

　

（
同
）

　

1111c29

：
故
善
修
禪
定

故
善
治
禪
定

（
同
）

　

1112a08

：
雖
是
肉
眼

雖
無
慧
眼

（
同
）

　

1112a15

：
所
説
利
益

所
欲
利
益

（
同
）

　
1112a18

：
知
病
説
藥

如
病
説
藥

（
同
）

　
1112a19

：
示
人
善
導

導
人
善
導

導
人
善
導

　

1112b13

：
勿
懷
憂
惱

勿
懷
憂
也

（
同
）

　

右
の
と
お
り
、
本
経
も
、
①
で
行
十
八
字
と
し
て
「
無
」
を
補
入
す
る
な
ど
、
春
日
版

は
思
渓
版
に
ち
か
い
。
だ
が
、
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。）
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し
か
し
、
春
日
版
は
、
尾
題
下
に
千
字
文
「
羊
」
を
彫
る
。
こ
れ
は
、
思
渓
版
等
『
開

元
釋
經
録
』の
当
該
經
千
字
文
に
一
致
す
る
。
思
渓
版
を
基
と
し
て
版
下
下
書
き
を
作
り
、

そ
れ
を
、
い
ず
れ
か
の
本
文
に
よ
っ
て
修
訂
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。）
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（

─ 307 ─



（7）

春日版『五部大乗経』の底本とされた宋版一切経（二）
―　本文の比較による検討　―

　

９
．『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』

　

本
経
の
巻
上
に
つ
い
て
、
諸
本
の
本
文
異
同
を
記
す
。

　
　

所
在　

　

春
日
版

東
禅
寺
・
開
元
寺
版

思
渓
版

①1010b07
：
重
遊
於

沙
王
國

重
遊
於　

沙
王
國

（
同
）

　

1010c24
：
無
量
大
寶
藏
海

無
量
大
寶
藏　

（
同
）

　

1011a20

：
不
得
其
邊

不
得
其
過

（
同
）

②1011b14

：
度
羅
諦
流
沙

　

羅
諦
流
沙

　

羅
諦
流
沙

③1011c03

：
十
心
順
名
字

十　

順
名
字

十　

順
名
字

④1012a17

：
二
十
四
願

（
同
）

一
十
四
願

　

1012b07

：
又
罪
八
萬
四
千

受
罪
八
萬
四
千

（
同
）

　

1012b17

：
及
心
所
行
法

及
心
所
得
法

（
同
）

⑤1012c18

：
真
如
相
菩
薩

　

如
相
菩
薩

（
同
）

　

1013a04

：
超
度
三
魔

（
同
）・
超
度
三
覺

（
同
）

⑥1013c28

：
過
去
二
無
明
諸
行

過
去
二
無
明　

行

（
同
）

⑦1014a15

：
一
諦
二
諦

一　

二
諦

（
同
）

　

1014a20

：
天
眼
見

天
明
見

（
同
）

⑧1014b24

：
一
乘
因
法

一
乘
因
法
法

（
同
）

⑨1014b29

：
若
一
劫
二
劫

若
一
劫　

　

（
同
）

⑩1015c13

：
一
切
定
佛
因
果

一
切　

佛
因
果

（
同
）

⑪1015c14

：
一
切
佛
菩
薩

一
切　

菩
薩

（
同
）

　

1015c14

：
一
念
一
時

一
念
一
照

（
同
）

⑫1016c22

：
中
有
一
種
業

中
有
二
種
業

中
有
二
種
業

　

右
の
と
お
り
、
本
経
は
、
思
渓
版
と
比
較
的
よ
く
一
致
す
る
（
⑫
は
、
春
日
版
の
誤
刻

で
あ
ろ
う
）。

　

①
⑤
〜
⑪
で
は
、
春
日
版
・
思
渓
版
は
同
字
を
補
入
し
、
当
該
行
を
十
八
字
と
す
る
た

め
、
両
者
本
文
は
等
し
い
。
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
は
、
一
行
十
七
字
で
あ
る
。

　

②
③
は
、
春
日
版
の
み
一
字
補
入
し
、
一
行
十
八
字
と
し
て
い
る
。
東
禅
寺
版
・
開
元

寺
版
・
思
渓
版
は
、
他
行
同
様
、
十
七
字
で
あ
る
。

　

④
の
例
で
は
、
増
上
寺
蔵
思
渓
版
は
、
上
欄
に
「
二
ィ
」
と
異
本
本
文
を
墨
書
注
記
し

て
い
る
。
高
麗
版
も
、
東
禅
寺
・
開
元
寺
版
に
同
じ
く
、「
二
十
四
願
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

「
一
」
は
、
思
渓
版
の
誤
刻
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

巻
下
は
、
次
の
様
に
な
る
。

　
　

所
在　
　

春
日
版

東
禅
寺
・
開
元
寺
版

 

思
渓
版

　

1017a11

：
未
議
三
寶
聖
人

未
識
三
寶
聖
人

未
識
三
寶
聖
人

①1017b05

：
清
淨
鮮
白
故

清
淨　

白
故

（
同
）

②1017b10

：
從
發
住
心
不
生
倒

從
發　

心
不
生
倒

（
同
）

　

1017b18

：
於
實
得
法
忍
心

法
實
得
法
忍
心

（
同
）

　

1017c21

：
佛
言

佛
子

（
同
）

③1018a07

：
大
喜
觀
喜
前
人
受
樂
大
捨
觀

　

喜
觀
喜
前
人
受
樂　

捨
觀
（
同
）

④1018a17

：
一
入
一
出
一

一
入
一
出　

一
入
一
出　

　

1018a25

：
坐
千
寶
蓮
華
相

坐
千
寶
相
蓮
華

坐
千
寶
相
蓮
華

　

1018b01

：
登
大
山
空

登
大
山
臺

登
大
山
臺

⑤1018c09

：
爲
漸
漸
覺
云
何

爲
漸
漸　

云
何

（
同
）

⑥1018c24

：
何
以
故
而
共
一
心

何
以
故
以
而
共
一
心

（
同
）

　

1019a15

：
苦
苦
惡
因
果

苦
受
惡
因
果

（
同
）

　

1019a21

：
鏡
爲
日
月
歳
數

珠
爲
日
月
歳
數

（
同
）

　

1019b05

：
一
心
有
百
心
故

一
心
有
百
心
破

（
同
）

⑦1019b07

：
如
是
増
進

如　

増
進

（
同
）

　

1020a04

：
三
正
遍
知

（
同
）・
三
正
徧
知

（
同
）

⑧1020a15

：
出
煩
惱
道

出
要
煩
惱
道

（
同
）

   1020a28

：
不
解
是
三
句
者

有
解
是
三
句
者

有
解
是
三
句
者

　

1020b19

：
應
受
觀
學

應
受
學
觀

（
同
）

⑨1020b24

：
若
信
女
中

　

信
女
中

（
同
）

⑩1020c22

：
復
敬
受
四
不
壞
信

復
教
受
四
不
壞
信

（
同
）

　

1020c22

：
依
法
四
依
法

依
止
四
依
法

依
止
四
依
法

　

1021b19

：
有
未
得
使
悔

有
犯
得
使
悔

有
犯
得
使
悔

⑪1021c18

等
：
非
今
心

非
今　

（
同
）

　
1022a04

等
：
善
惑
二
心

善
或
二
心

（
同
）

⑫1022a05

：
起
色
界

起
色　

（
同
）

　

1022b01
：
若
一
若
二
無
別

若
一
無
二
無
別

（
同
）

　

1022b21
：
第
一
弟
子

（
同
）・
第
子
弟
子

（
同
）

　

1022c17

：
其
聽
法
者

有
聽
法
者

（
同
）

　

1023a02

：
百
千
萬
佛
轉
授

百
千
萬
佛
傳
授

（
同
）

　

右
の
ご
と
く
、
巻
下
に
お
い
て
も
、
本
経
は
思
渓
版
と
比
較
的
よ
く
一
致
す
る
。
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佐々木　　　勇

　

①
②
⑤
⑦
⑨
⑪
⑫
で
、
春
日
版
・
思
渓
版
は
同
字
を
補
入
し
、
当
該
行
を
十
八
字
と
す

る
。
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
に
補
入
は
無
く
、
一
行
十
七
字
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
③
は
、
春
日
版
の
み
二
字
を
補
入
し
、
一
行
十
九
字
と
す
る
。
④
も
、
春
日

版
の
み
一
行
十
八
字
で
あ
る
。
⑥
⑧
で
も
、
春
日
版
だ
け
が
一
行
十
六
字
と
す
る
。

　

こ
れ
ら
本
経
巻
上
・
下
の
実
態
か
ら
、
本
経
で
は
、
春
日
版
は
思
渓
版
に
基
づ
き
製
版

の
後
、
古
写
経
系
本
文
を
参
照
し
、
補
訂
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
思
渓
版
に
お
け

る
補
訂
作
業
不
十
分
な
箇
所
、
あ
る
い
は
、
思
渓
版
の
本
文
を
採
用
し
な
か
っ
た
箇
所
が
、

春
日
版
と
の
異
同
と
し
て
右
に
挙
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
下
巻
⑩
は
、「
佛
子
復
敬
」

の
「
敬
」
を
思
渓
版
が
欠
筆
し
て
い
な
が
ら
、
春
日
版
で
は
欠
筆
と
し
な
い
例
で
あ
る
。

五
、
結
び  ―

春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
の
底
本―

　

本
稿
の
目
的
は
、
鎌
倉
後
期
に
開
版
さ
れ
た
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
の
底
本
を
、
経

本
文
の
比
較
に
よ
っ
て
特
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

本
文
比
較
の
結
果
、
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
の
う
ち
、『
大
般
涅
槃
経
』
は
東
禅
寺

版
補
刻
本
、『
大
般
涅
槃
経
後
分
』『
大
方
広
仏
華
厳
経
』『
大
方
等
大
集
経
（
日
蔵
経
・

月
蔵
経
を
含
む
）』『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
は
思
渓
版
に
基
づ
く
こ
と
が
確
実
に
な
っ

た
。）
13
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た
だ
し
、
同
時
に
、
宋
版
の
底
本
本
文
に
基
づ
く
製
版
後
、
春
日
版
は
、
日
本
古
写
経

系
本
文
に
よ
る
改
訂
を
加
え
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
た
。

　

ま
た
、春
日
版
『
梵
網
経
』『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』『
仏
垂
般
涅
槃
略
説
教
誡
経
』『
菩

薩
瓔
珞
本
業
経
』
は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
よ
り
は
思
渓
版
に
近
い
も
の
の
、
宋
版
一

切
経
に
依
拠
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
春
日
版
に
宋
版
刻
記

が
見
ら
れ
な
い
諸
経
で
あ
っ
た
（
前
稿
）。
そ
れ
が
偶
然
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
本
稿

の
検
討
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
以
外
に
、
伝
統
的
な
春
日
版
風
の
書
体
で
彫
ら

れ
た
『
妙
法
蓮
華
経
』『
無
量
義
経
』『
觀
普
賢
経
』、
お
よ
び
疑
経
『
像
法
決
疑
経
』
も
、

春
日
版
は
宋
版
一
切
経
を
底
本
と
し
て
い
な
い
。

　

鎌
倉
後
期
刊
刻
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
は
、
新
来
の
宋
版
一
切
経
を
取
り
込
ん
だ
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
全
面
的
・
無
批
判
な
宋
版
摂
取
で
は
な
い
。
宋
版
本
文
に
依
拠
す
る

経
を
選
択
し
、
古
来
の
経
本
文
を
も
採
用
し
て
、
印
本
を
作
成
し
て
い
る
。

　

宋
版
に
依
ら
な
い
経
本
の
底
本
は
何
か
、
宋
版
思
渓
版
の
修
訂
に
使
用
し
た
経
は
い
ず

れ
の
も
の
か
を
つ
き
と
め
る
こ
と
が
、
本
稿
の
発
展
的
課
題
と
し
て
生
じ
て
い
る
。

【
注
】

（
１
）
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
は
、
日
本
各
地
に
伝
存
す
る
。
佐
々
木
勇
「
鎌
倉
時
代

に
お
け
る
「
五
部
大
乗
経
」
構
成
経
の
転
換
に
見
ら
れ
る
宋
版
一
切
経
の
影
響
」（「
鎌

倉
遺
文
研
究
」
第
38
号
、
二
〇
一
六
年
十
月
）、
参
照
。

（
２
）
思
渓
版
『
大
般
涅
槃
経
』
は
一
行
十
八
字
が
基
本
で
あ
る
た
め
、
一
行
十
七
字
の

春
日
版
・
東
禅
寺
版
と
は
、
全
体
に
亘
り
、
改
行
箇
所
が
異
な
る
。
改
行
箇
所
の
み
の

相
違
お
よ
び
明
ら
か
な
誤
刻
は
、
掲
出
を
省
略
す
る
。
ま
た
、
思
渓
版
と
の
以
下
の
字

体
異
同
も
、
省
略
し
た
。[

春
日
版]

脇―
[

思
渓
版]

脅
、
烟―

煙
、
炎―

、
修―

脩
、

―

爾
、
礼―

禮
、
迯―

逃
、
麁―

麤
、
迯―

逃
、
坐―

座
、
悟―

寤
、
驅―

駈
、
旃

―

栴
、
嘿―

默
、
堤―

隄
、
并―

併
、
奸―

姦
、
怪―

恠
、
真―

眞
。

 

　

春
日
版
と
本
文
を
比
較
す
る
他
の
諸
本
に
つ
い
て
も
、
右
と
同
様
に
扱
う
。

（
３
）
本
経
で
は
、
春
日
版
・
思
渓
版
は
一
行
十
八
字
ま
た
は
十
九
字
、
東
禅
寺
版
・
開

元
寺
版
は
行
十
七
字
で
あ
る
た
め
、
春
日
版
と
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
と
の
改
行
位
置

は
、
大
部
分
異
な
る
。

（
４
）
な
お
、『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
を
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
は
126
賓
に
入
れ
、
思
渓
版

は
125
率
に
入
れ
る
、
と
い
う
相
違
も
あ
る
。
春
日
版
は
、
千
字
文
号
を
梵
字
に
変
更
し

て
い
る
た
め
、
ど
ち
ら
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。

（
５
）
た
と
え
ば
、
春
日
版
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
二
「0404c04:

恭
敬
」
で
は
、

春
日
版
は
思
渓
版
「
敬
」
の
欠
筆
を
欠
筆
の
ま
ま
彫
っ
て
い
る
。
東
禅
寺
版
・
開
元
寺

版
は
、
同
一
箇
所
を
欠
筆
に
し
な
い
。
な
お
、
こ
の
対
照
作
業
に
よ
り
、
春
日
版
は
、

思
渓
版
に
依
拠
し
つ
つ
、
日
本
古
写
経
系
本
文
を
も
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

た
。
こ
の
点
は
、佐
々
木
勇
「
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
本
文
と
底
本
選
択
理
由
」（
国

際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
置
日
本
古
写
経
研
究
所
編「
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
」

第
２
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
刊
行
予
定
）
を
御
覧
頂
き
た
い
。

（
６
）
詳
細
は
、
右
注
佐
々
木
論
文
を
御
覧
頂
き
た
い
。

（
７
）
例
え
ば
、
前
稿
の
検
討
で
思
渓
版
を
底
本
と
す
る
刻
記
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
巻
第

十
二
で
は
、
春
日
版
「0299c17:

佛
十
右
」
が
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
い

ず
れ
も
「
佛
十
力
」
と
な
っ
て
お
り
、「
右
」
は
春
日
版
の
誤
刻
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

る
以
外
は
、
春
日
版
本
文
は
、
す
べ
て
思
渓
版
に
一
致
す
る
。
春
日
版
本
文
が
東
禅
寺

版
・
開
元
寺
版
と
異
な
る
の
は
、
十
一
箇
所
で
あ
っ
た
。

（
８
）
注
（
５
）
佐
々
木
論
文
、
参
照
。
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春日版『五部大乗経』の底本とされた宋版一切経（二）
―　本文の比較による検討　―

（
９
）
春
日
版
『
梵
網
経
』
は
、
大
正
蔵
が
底
本
と
す
る
高
麗
再
雕
版
と
一
致
す
る
場
合

が
多
い
も
の
の
、
こ
れ
も
春
日
版
『
梵
網
経
』
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
10
）
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
經
』
所
収
の
第
72
翔
函
に
は
音
釈
帖

が
あ
り
、『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
經
』
巻
上
・
下
の
音
釈
も
刻
さ
れ
、
思
渓
版
『
仁
王
般

若
波
羅
蜜
經
』
に
も
巻
末
音
釈
が
存
す
る
。
し
か
し
、
春
日
版
に
は
、
巻
上
・
下
と
も

に
音
釈
は
無
い
。

（
11
）
元
版
（
普
寧
寺
版
）
を
も
比
較
し
て
み
た
。
し
か
し
、
結
果
は
同
様
で
あ
っ
た
。

（
12
）
修
訂
の
た
め
の
本
文
と
し
て
、
日
本
伝
来
古
写
経
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
七

寺
本
・
金
剛
寺
本
等
に
一
致
す
る
箇
所
も
存
す
る
も
の
の
、
別
の
異
同
も
多
い
。
な
お
、

書
陵
部
蔵
宋
版
一
切
経
『
仏
垂
般
涅
槃
略
説
教
誡
経
』（
開
元
寺
版
）
に
は
、「1111a12

：

如
被
劫
害
」
上
欄
に
「
賊
」
が
墨
書
さ
れ
、「1111a17

：
譬
如
有
人
手
執
蜜
器
」
が
本

文
右
に
補
入
さ
れ
て
い
る
。「1112a19

：
示
人
善
導
」
も
、「
導
」
の
右
傍
に
「
示
ィ
」

の
書
き
込
み
が
有
る
。
よ
っ
て
、
春
日
版
の
ご
と
き
本
文
が
、
別
に
存
し
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

（
13
）
な
お
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
と
も
、
一
面
六
行
で
あ
る
。
帖
装
の
折

り
し
ろ
と
し
て
、
六
行
ご
と
に
、
若
干
の
空
間
を
空
け
て
彫
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
東

禅
寺
版
・
開
元
寺
版
は
、
巻
首
に
題
記
が
有
る
の
が
基
本
で
あ
り
、
六
行
ご
と
の
纏
ま

り
が
題
記
の
無
い
思
渓
版
と
は
異
な
る
。
春
日
版
に
も
題
記
が
無
い
た
め
、
春
日
版
の

六
行
の
纏
ま
り
は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
に
は
合
わ
ず
、
思
渓
版
と
一
致
す
る
。
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佐々木　　　勇

The South Song Dynasty Edition of the Buddhist Canon（宋版一切経）
Which Became Original Text of Kasuga Prints（春日版）
the Five Volumes of Mahayana Sutras（五部大乗経）（２）
─　It depends on comparison of the sutra book sentence　─

Isamu Sasaki

Abstract : The Five Volumes of Mahayana Sutras (Hoke-kyo ( 法華経 ), Kegon-kyo ( 華厳経 ), 
Nehan-kyo ( 涅槃経 ), Daijik-kyo ( 大集経 ), Daibon hannya-kyo ( 大品般若経 )) were printed at 
Kofuku-ji ( 興福寺 ) in Nara.  Those were called Kasuga prints ( 春日版 ).  Those were printed in 
the latter period in Kamakura era.  The purpose of this thesis is to specify a dependence book 
of the Five Volumes of Mahayana Sutras.
The next things were found by this thesis.
１．A dependence book of Nehan-kyo (涅槃経) is Touzenji-ban hokokubon (東禅寺版補刻本).
２．Dependence books of Kegon-kyo (華厳経), Daijik-kyo (大集経) and Daibon hannya-kyo (大品
般若経) are Sikei-ban (思渓版).

However, I also found out that Kasuga edition has revised the text by old copied sutras in 
Japan.

Key words: the South Song Dynasty Edition of the Buddhist Canon, the text of Kasuga prints, 
the Five Volumes of Mahayana Sutras, the old copied sutras in Japan

キーワード：宋版一切経，春日版，五部大乗経，日本古写経
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